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『経営力創成研究』第 1号， 2015 
[調査報告]
本研究センターでは、 2015年 1月20日から 22日の日程で、福岡県宮若市に
あるトヨタ自動車九州株式会社の視察、大分県中津市にあるダイハツ九州株式会
社の第1工場の視察、九州産業大学て、の研究交流のため出張を行なった。
1月 20日は羽田から福岡空港に移動し、そのまま福岡県宮若市の トヨタの工
場の視察に向かった。同工場はトヨタの高級ブランドであるレクサスを中心に製
造しており、製品に高い付加価値を創造する工場の 1つで、ある。
生産ラインは混合ラインとなっており、レクサスの様々な車種が同ーのライン
のベルトコンベアで、流れる仕様になっていた。
説明によれば、シャーシやボデー等の部品は、すべて注文された順番にベルトコ
ンベアに乗せられ、作業員は各車体に貼り付けられた仕様書の通りに部品を取り
付ける仕組みになっていた。
さらに、この仕様書と取り付ける部品を仕分けされたボックスに整列させること
により、仕様書で指定された部品の取り付けを容易に行なえるようなシステムに
なっていた。
また、非常時にはラインを停止させる紐を常備しており、万が一のトラブルにも
対応できるシステムとなっていた。
1月21日は、大分県中津市のダイハツ九州|の工場の視察に向かった。
同工場はいま CMで話題のウェイ クやミライースなどを製造していた。この工場
は元々群馬県の前橋市で、製造を行なっていた工場を 2004年 11月に閉鎖し、同年
12月に新たに稼動させた工場である。説明によると、敷地面積は約 130万平方
メートル、月平均で 3.8万台生産される大規模工場で、約 3600人の従業員が働
いているとのことで、あった。またこの工場は環境に対しても最新の設備が導入さ
れているとの事で、 排水リサイクル率は40%に達しているとのことで、あった。
1月22日は九州産業大学で研究者との研究交流を行なった。
(文責 :藤井辰朗)
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